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◆ 学校開放月間、文化祭、生徒作品展示、避難訓練 ◆
１１月は学校開放月間です。この期間中の１日(水)～７日(火)に学校開放週間

として公開授業、生徒作品展示会、学校見学会を実施しました。
1日(水)には、県による「津波防災の日に係る県下緊急地震速報訓練」が行

われました。定時制は時間的に一緒にはできませんでしたが、東南海・南海大
地震を想定したシェイクアウトの訓練を、全員で行いました。生徒は体をなんと
か机の下に入れようと、一生懸命に訓練に参加していました。
２日(木)には、生徒会が企画した文化祭を実施し、映画鑑賞会を行いました。
学校見学会では、他校からの授業見学がありました。本校は落ち着いた環境

にあり、定時制のイメージが変わったという感想を述べられ、生徒の生き生きとし
た学校生活の一端を観ていただくよい機会になりました。
また、玄関の一角をお借りして、生徒が授業で取り組んでいる作品を展示し

ました。定時制生徒の作品をたくさんのみなさんに見ていただくよい機会を得る
ことができました。

◆ 第６３回県高校定時制通信制生徒作品展示会出品 ◆
１１日(土)～１２日(日)「田辺市文化交流センターたなべる」において第６３回

和歌山県高等学校定時制通信制生徒作品展示会が開かれました。県内の定
時制通信制で学ぶ生徒が、授業等で制作した作品を展示しました。本校から
は、書道と家庭の授業で制作した生徒の作品を出品し、２名が受賞することが
できました。本校生徒受賞者は次の通りです。

家庭の部 金賞 3年 岡田 弘至 アップリケキルト・額
書道の部 銀賞 ４年 橋詰 雄大 毛筆作品 「龍」

◆ 校長授業 ◆
１７日（金）校長による、全校生徒を対象にした、夜間ならではの理科の実験「ウ

ミボタルの発光原理について」の授業が実施されました。わかりやすく実際に実験
を交えながらの話で、生徒たちは、青く幻想的に発光するウミボタルに引きつけら
れていました。また、アンコウやホタルなどの発光生物も例に挙げられ、ウミボタ
ルの発光原理の違いなど、興味が湧く授業で、４５分があっという間に過ぎていき
ました。

◆ 新生徒会役員決定 ◆
２４日（金）生徒会役員改選が行われました。本校は卒業予定生徒が卒

業すると人数が大幅に減るため、一人一役もしくは二役を担わなければな
らない状態です。よりよい学校を創るために、生徒みんなで協力し合いな
がら頑張りましょう。

生 徒 会 長 １年 奥田 愛
副会長・書記 ２年 南出 愛紀
会 計 ２年 ティーサ・キティサ
会 計 監 査 １年 東峪 汐音

◆ 修学遠足実施 ◆
２７日（月）３年生４人で大阪のＵＳＪへ修学遠足に行ってきました。当日は

好天に恵まれ、終日たっぷりと、ＵＳＪでアトラクションやクリスマスイベント体
験、ショーやパレード鑑賞、家や友達へのお土産選び等々、みんな一日を満
喫しました。修学遠足を体験できたことで、定時制での楽しい思い出がまた
一つ増えたことでしょう。

１
１２月の行事予定

１２月６日（水）～１２日（火） 二学期末考査
１２月１５日（金） スポレク大会
１２月１８日（月） 薬物乱用防止教室
１２月１９日（火） 科学実験講座
１２月２０日（水）～２１日（木） 保護者懇談会
１２月２２日（金） 二学期終業式


